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水
道
法
の
改
正
に
つ
い
て

コ
メ
ン
ト

（そ
の
２
）

吉
村
　
和
就
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モ
リ
カ
ケ
間
題
や
オ
ウ
ム
真
理
教
の
死
刑
執
行
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
ニ
ュ
ー
ス
の
陰
で
、　
一

億
二
十
万
人
の
国
民
生
活
に
直
結
す
る

「改
正
水
道
法
」
が
わ
ず
か
八
時
間
の
審
議
の
末
、
七
月

五
日
、
衆
院
本
会
議
で
自
民
公
明
両
党
、
日
本
維
新
の
会
、
希
望
の
党
な
ど
の
賛
成
多
数
で
可
決

さ
れ
た
。
だ
が
法
案
は
会
期
切
れ
で
次
の
臨
時
国
会
の
参
議
院
本
会
議
で
可
決

・
成
立
が
見
込
ま

れ
て
い
る
。
筆
者
は
日
本
の
水
エ
ン
ジ
エ
ア
リ
ン
グ
企
業
に
勤
務
し
た
あ
と
、
国
連
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
本
部
で
環
境
審
議
富
な
ど
を
歴
任
し
、
世
界
と
日
本
の
水
問
題
解
決
に
取
り
組
み
、
特
に

「世

界
の
水
道
の
民
営
化
問
題
」
に
注
目
し
続
け
て
き
た
筆
者
の
コ
メ
ン
ト
を
前
号
に
続
き
述
べ
る
。

一
．
国
に
よ
る
水
道
制
度
設
計
の
根
本
的
な
誤
り

水
道
の
民
営
化

（改
正
水
道
法
案
で
は
、
民
営
化
と
い
う
言
葉
は
一
切
使
っ
て
い
な
い
）
に
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
根
本
的
な
誤
り
は
、
日
本
の
水
道
行
政

（庫
社
労
働
省
の
所
管
）

の
制
度
設
計
の
失
敗
で
あ
る
。
昭
和
三
十
年
代
か
ら
人
口
増
加
、
水
需
要
の
増
大
に
即
応
す
る
た

め
に
、
と
に
か
く
右
肩
上
が
り

（増
収
増
益
）
の
施
策
を
取
り
続
け
、
将
来
の
人
口
減
少
に
よ
る

料
金
収
入
の
減
少
、
老
朽
化
対
策
費
用

へ
の
備
え
な
ど
必
然
で
あ

っ
た
が
国
と
し
て
、
日
本
水
道

の
制
度
設
計

（更
新
費
用
の
原
価
参
入
）
を
怠
り
、
地
方
自
治
体
任
せ
に
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

平
成
の
大
合
併
で
三
十
三
百
の
地
方
自
治
体
が
集
約
さ
れ
、
水
道
事
業
で
は
、
現
在
約
十
四
百

の
自
治
体
が
独
自
に
水
道
経
営
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
約
三
分
の

一
が
赤
字
で
あ
り
、　
一
般
財
源

か
ら
水
道
会
計
に
繰
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
表
面
的
な
黒
字
を
保

っ
て
い
る
事
業
体
は
全
国
の
約

半
数
に
及
ん
で
い
る
。

ｏ
官

・
民
だ
れ
が
や
っ
て
も
値
上
げ
は
必
須

自
治
体
に
と

っ
て
み
れ
ば
、
水
道
料
金
の
値
上
げ
は
、
地
方
議
員
の
次
の
選
挙
で
の
当
落
に
直

結
す
る
重
大
事
項
で
あ
る
。
「水
道
は
票
に
な
ら
な
い
」
こ
と
は
議
員
の
常
識
で
あ
る
。
国
の
法

的^
な
指
導
、
制
度
設
計
の
法
的
根
拠
が
な
け
れ
ば
、
更
新
改
築
費
用
の
蓄
え
が
で
き
な
い
構
造
な

の
で
あ
る
。
人
割
以
上
の
自
治
体
は
、
日
常
の
水
道
経
営

（料
金
徴
収
、
修
理
保
全
）
で
手
が

一

杯
で
あ
り
、
将
来
構
想
を
描
け
て
い
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
政
令
都
市
や
給
水

人
口
五
十
万
人
以
上
の
自
治
体
し
か
生
き
残
れ
な
い
事
態
に
突
入
す
る
こ
と
は
誰
の
日
に
も
明
ら

か
で
あ
る
。

二
．
水
道
民
営
化
の
前
に
や
る
べ
き
こ
と

水
道
の
民
営
化
に
つ
い
て
は
、
国
民
の
抵
抗
も
強
く
、
ま
ず
は
①
水
道
事
業
の
広
域
化
・
統
合
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化
で
あ
る
。
最
終
的
な
形
は

「
一
県

一
水
道
の
集
約
化
」
で
あ
ろ
う
。
既
に
香
川
県
、
富
城
県
な

ど
で
検
討
は
進
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
水
道
企
業
団
方
式
に
よ
る

「水
道
水
の
卸
売
り
事
業
の

拡
大
」
で
あ
る
。
例
え
ば
八
戸
圏
域
水
道
企
業
聞
は
県
境
を
越
え
て
給
水
を
し
、
北
千
葉
広
域
水

道
企
業
団
は
、
千
葉
県
、
松
声
市
、
野
田
市
、
相
市
、
習
志
野
市
な
ど
八
市

（給
水
人
口
約
百
五

十
万
人
）
に
、
阪
神
水
道
企
業
団
で
は
神
戸
市
、
声
屋
市
、
西
富
市
、
尼
崎
市
、
宝
塚
市
の
五
市

（給
水
人
口
約
百
八
十
万
人
）
に
給
水
し
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
特
策
で
き
る
の
は
日
本

で
初
め
て

「垂
直
水
平
の
水
道
事
業
の
統
合
」
で
あ
る
。
垂
直
と
は
企
業
圏
と
自
治
体
、
水
平
統

合
と
は
自
治
体
同
士
の
統
合
を
示
す
。
着
手
中
部
水
道
企
業
団
で
は
用
水
供
給
事
業

（卸
売
り
）

を
経
営
し
て
い
た
企
業
圏
と
構
成
団
体

（需
要
先
）
で
あ
る
北
上
市
、
花
巻
市
、
紫
波
町
が
豊
直

水
平
統
合
し
平
成
二
十
六
年
か
ら
水
道
事
業
を
経
営
し
て
い
る
。
統
合
に
よ
り
、
広
域
化
に
よ
る

コ
ス
ト
削
減
、
水
供
給
の
安
定
、
施
設
の
再
構
築
、
危
機
管
理
体
制
の
強
化
、
人
材
育
成
ま
で
取

り
組
ん
で
い
る
。

・
広
域
化

・
統
合
化
で
本
当
に
メ
リ
ッ
ト
が
発
揮
さ
れ
る
の
か

広
域
化

・
統
合
化
は

「規
模
の
経
済
性
の
優
位
さ
」
が
発
揮
さ
れ
る
と
強
調
さ
れ
る
が
、
そ
う

単
純
で
も
な
い
。
ま
ず
人
件
費
か
ら
見
て
み
よ
う
。
水
道
局
員
の
職
務
別

（事
務
系
、
技
術
系
）

で
み
る
と
、
給
水
人
口
十
～
十
五
万
人
で
事
務
職
員
と
技
術
職
員
数
は
同
等
と
な
り
、
給
水
人
口

が
増
え
る
に
従
い
、
技
術
職
員
は
滅
る
が
、
事
務
職
員
が
増
え
る
傾
向
に
あ
る
。
給
水
人
口
三
十

万
人
を
超
え
る
と
事
務
職
員
は
減
少
に
向
か
い
給
水
人
口
百
万
人
近
く
で
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
が

発
揮
さ
れ
る
。
つ
ま
り
中
途
半
端
な
広
域
化

・
統
合
化
で
は
メ
リ
ッ
ト
な
し
で
あ
る
。
ま
た
施
設

面
か
ら
協
る
と
、
あ
る
市
の

一
つ
の
浄
水
場
を
み
て
も
日
常
の
稼
働
率
は
、
最
大
給
水
能
力
の
約

五
～
六
割
で
あ
る
。

水
道
施
設
は
、
当
然
そ
の
地
域
の
最
大
水
需
要
量
で
設
計
さ
れ
て
い
る
。
夏
場
と
冬
場
の
違
い
、

平
日
と
土
日
の
水
需
要
の
違
い
、
お
盆
や
災
害
時
の
水
需
要
に
対
応
す
る
た
め
過
大
に
作
ら
れ
て

い
る
。
つ
ま
り
広
域
統
合
化
す
る
と
、
浄
水
場
の
数
に
よ
り
、
そ
の
ピ
ー
ク
幅
が
増
幅
さ
れ
る
．

仮
に
大
き
な
浄
水
場
を

一
つ
造
る
と
、
平
ロ
ベ
ー
ス
に
な
ら
す
と
稼
働
率
が
悪
く
、
停
止
し
た
時

の
リ
ス
ク
も
増
大
す
る
。
「大
き
い
こ
と
は
い
い
こ
と
だ
」
と
言
え
な
い
の
が
水
道
事
業
の
難
し

さ
で
あ
る
。

次
に
い
Ｉ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
、
広
域
化

・
効
率
化
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。
既
に
水
処

理
エ
ン
ジ
エ
ア
リ
ン
グ
会
社
の
水
ｉ
ｎ
ｇ

（東
京
港
区
）
は

「水
み
ら
い
広
島
」
を
設
立

（広
島

県
が
三
五
％
、
同
社
が
六
五
％
出
資
）
し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
社
員
全
員
に
持
た
せ
、
技
術
の

継
承
と
経
営
効
率
化
を
達
成
し
て
い
る
。
ま
た
上
場
企
業
で
は

メ
タ
ウ
ォ
ー
タ
ー
欄

が
Ｗ
Ｂ
Ｃ

バ
ウ
オ
ー
タ
ー

・
ビ
ジ
ネ
ス

・
ク
ラ
ウ
ド
）
で
自
社
の
設
備
だ
け
で
は
な
く
、
広
く
自
治
体
や
管

理
会
社
に
ク
ラ
ウ
ド
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
開
放
し
、
積
極
的
な
営
業
展
開
を
し
て
い
る
。
で

は
全
国
の
水
道
事
業
者
が
、
仮
に
Ｉ
Ｔ
化
を
す
べ
て
進
め
た
と
し
た
場
、
ど
の
位
コ
ス
ト
削
減
に

な
る
の
か
。
経
済
産
業
省
の
報
告
書

「社
会
イ
ン
フ
ラ
の
ス
マ
ー
ト
化
に
関
す
る
水
道
事
業
に
お

け
る
Ｉ
Ｔ
活
用
」
（平
成
二
十
七
年
）
に
よ
る
と
Ｉ
Ｔ
活
用
に
よ
り
大
規
模

（給
水
人
間
五
十
万

人
以
上
）
は
財
務
数
値

一
〇
％
削
減
、
申
規
模

（岡
五
―
五
十
万
人
未
満
）

一
〇
～
二
〇
％
、
小

規
模

（同
五
万
人
未
満
）
は

一
〇
～
閣
０
％
削
減
で
き
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
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三
．
水
道
料
金
格
差
の
平
準
化
問
題

国
民
に
と
り
水
道
問
題
の
終
着
点
は

「適
正
な
る
水
道
料
金
の
負
担
」
で
あ
る
。
全
国
自
治
体

間
の
水
道
料
金
格
差
は
約
九
倍
で
あ
る
。
ま
た
同
じ
県
内
で
も
三
～
四
倍
の
差
が
生
じ
て
い
る
。

（新
潟
県
内
自
治
体
で
三
倍
差
、
千
葉
県
内
同
四
倍
差
）
、
市
内
で
の
地
域
羞

（佐
渡
市
内
で
六

・

四
倍
差
）
さ
ら
に
簡
易
水
道
で
は
格
差
が
あ
り
す
ぎ
問
題
が
複
雑
で
あ
る
。
こ
れ
は
水
源
の
種
類

な
ど
①
自
然
的
地
理
的
な
条
件

（面
積
、
高
低
差
な
ど
）
、
②
社
会
的
条
件

（人
口
密
度
、
産
業

の
集
積
度
な
ど
）
の
違
い
で
大
き
な
格
差
を
生
じ
て
い
る
。

「
平
成
の
市
町
村
合
併
」
に
よ
り
約
二
十
五
百
自
治
体
が
約
千
八
百
に
ま
と
ま

っ
た
が
、
福

祉

・
保
健
な
ど
統

一
で
き
た
所
が
多
か

っ
た
が
、
水
道
料
金
は
上
記
の
よ
う
な
理
由
で
、
「
な
ぜ

我
が
市
民
が
、
合
併
先
の
市
民
を
助
け
る
た
め
に
値
上
げ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
」
と
、
料

金
格
差
解
消
は
、
ほ
と
ん
ど
の
合
併
自
治
体
で
先
送
り
さ
れ
た
。
な
ぜ
な
ら
水
道
料
金
は
議
会
の

承
認
を
経
て
条
例
で
定
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
料
金
格
差
は
依
然
と
し
て
残
り
、
こ
れ
が
最
大

の
焦
点
で
あ
る
。

四
．
民
営
化
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は

日
本
水
道
の
現
状
を
俯
障
す
る
と
③
水
道
民
営
化
の
波
は
避
け
ら
れ
な
い
事
態
で
あ
る
。
筆
者

の
提
案
は
英
国
方
式
の
採
用
で
あ
る
。
鉄
の
宰
相
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
が

一
九
八
九
年
、
水
道
完
全

民
営
化
に
取
り
組
む
際
、
必
ず

「
民
間
会
社
は
利
益
を
追
求
し
、
そ
の
結
果
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
、

料
金
の
値
上
げ
を
す
る
」
、
そ
の
歯
止
め
の
仕
組
み
を
完
壁
に
備
え
た
こ
と
で
あ
る
。
①
Ｏ
Ｆ
Ｗ

Ａ
Ｔ
の
痢
設

（二
年
ご
と
の
サ
ー
ビ
ス
の
調
査
、
五
年
ご
と
の
料
金
改
定
の
審
査
、
経
済
的
な
側

面
か
ら
強
制
調
査
権
を
有
す
る
）
、
②
Ｄ
Ｗ
Ｉ

（飲
料
水
の
水
賛
監
視
、
指
導
す
る
権
利
を
有
す
）
、

Ｏ
Ｃ
Ｃ
‐
Ｗ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ

（①
お
よ
び
②
の
働
き
を
監
視
し
、
行
政
指
導
を
行
う
国
家
機
関
）
を
備

え
、
二
十
以
上
あ

っ
た
水
道
事
業
体
を
二
十

一
社
に
し
て
完
全
民
営
化
を
達
成
し
て
い
る
。
も
ち

ろ
ん

一
部
民
間
事
業
者
の
利
益
隠
し
問
題
も
起
こ
っ
た
が
、
世
界
の
流
れ
か
ら
み
る
と
成
功
例
と

言
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

（経
済
協
力
開
発
機
構
、
本
部
パ
リ
市
）
は
数
多
く
の
世
界
民

営
化
水
道
を
調
査
し
、
水
道
事
業
推
進
の
た
め
の
指
針

「
公
共
ア
ク
シ
ョ
ン
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
」
で
官
民
連
携
の
重
要
事
項

（二
十
八
項
目
）
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
も
参
考
に
な
る
だ

ろ
つヽ
。

・
日
本
の
特
異
性
を
加
味
せ
よ

日
本
の
水
道
民
営
化
に
つ
い
て
は
、
こ
の
英
国
方
式
プ
ラ
ス
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
学
ぶ
べ
き
で
あ
り
、

そ
れ
に
、
日
本
特
有
の
事
情

（自
然
災
害
の
多
発
国
、
地
震
対
策
、
気
候
変
動

へ
の
対
応
、
な

ど
）
を
加
味
し
、
制
度
設
計
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
自
治
体
自
身
が
、
現

在
の
ア
セ
ッ
ト

（施
設
、
函
果
、
図
爾
、
施
工
図
、
人
材
、
資
金
）
な
ど
の
現
状
を
確
実
に
把
機

す
る
こ
と
が
、
最
も
重
要
で
あ
る
。
民
間
委
託
や
民
営
化
で
必
ず
失
敗
す
る
の
は
、
委
託
側

（官

側
）
か
ら
、
与
え
ら
れ
た
ア
セ
ツ
ト
情
報
が

「
い
い
加
減
で
、
実
態
と
大
き
く
乖
離
」
し
て
い
た

例
が
多
い
。
官
民
連
携
で
最
も
大
事
な
こ
と
は
信
頼
関
係
で
あ
り
、
そ
の
土
俵
の
上
に
立

っ
て
官

民
の

「
Ｗ
ｉ
ｎ
ｌ
Ｗ
ｉ
ｎ
の
関
係
を
構
築
す
る
」
こ
と
で
あ
る
。
国
の
施
策
は
、
水
道
民
営
化
に

備
え
、
監
視
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
指
導
の
で
き
る
公
的
機
関
を
早
急
に
作
る
こ
と
で
あ
る
。

カレント2018.10● 2627● カレント2018,10


